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風
力
・
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
の
展
開

〜
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
を
中
心
に
〜

松
尾
　
順
介

は
じ
め
に

近
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
地
域
再
生
や
地
方
の
活
性
化
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
は
、
単
な
る
一
次
的
な
現
象
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
、
つ
ま
り
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
人
口
構

造
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
的
に
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
は
、
地
域
に
根
差
し
た
年

齢
階
層
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
一
九
四
〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
の
人
口
統
計
、
さ
ら
に
今
後
二
〇
五
五
年
ま
で
の
人
口

予
想
を
元
に
、
子
ど
も
（
一
四
歳
以
下
）
と
高
齢
者
（
六
五
歳
以
上
）
を
合
計
し
た
人
口
割
合
を
グ
ラ
フ
で
示
す
と
、
図
表
１
と
な

る
。
一
九
四
七
年
時
点
で
は
、
約
四
〇
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
一
貫
し
て
低
下
し
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は

約
三
〇
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
上
昇
に
転
じ
、
二
〇
五
〇
年
に
は
五
〇
％
近
く
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
、
戦
後
か
ら
最
近
ま
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
年
齢
階
層
が
減
少
し
た
時
代
で
あ
り
、
逆
に
現
在
か
ら
将
来
は
、
そ
の

よ
う
な
年
齢
階
層
が
増
加
に
転
じ
て
い
く
時
代
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
１
）。

さ
ら
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
評
価
の
背
景
に
は
、
現
実
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
長
期
の
経
済
低
迷
、
経
済
活
動
の
東

京
一
極
集
中
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
著
し
く
低
迷
・
疲
弊
し
、
地
域
再
生
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
地



域
再
生
や
活
性
化
は
、
必
ず
し
も
近
年
の
課
題
で
は
な
く
、
従
来
か
ら

唱
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
地
域
の
衰
退
に
は
歯
止

め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。

近
年
、
個
々
の
地
域
の
実
態
に
適
合
し
た
地
域
再
生
を
模
索
す
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
地
域
人
材
の
育
成
、
地
域
固

有
の
資
源
・
資
産
の
活
用
、
民
間
資
金
の
活
用
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
な
ど
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
側
面
で

の
工
夫
や
改
善
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
環
境
関
連
の
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。
地
域
再

生
と
環
境
対
策
に
は
強
い
親
和
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、
一
般
の
個
人
を

対
象
と
し
た
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
、
森
林
フ
ァ
ン
ド
、
農
業
フ
ァ
ン
ド
、
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
型
フ
ァ
ン
ド
な
ど
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
に
提
唱
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
以

降
、「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」、「
金
融
立
国
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
打
ち

出
さ
れ
、
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
一
連
の
流
れ
に
は
、

膨
大
な
家
計
金
融
資
産
残
高
の
効
率
的
な
運
用
、
そ
れ
に
よ
る
高
齢
化

（26）

図表１　人口構成の変化（1940年～2050年）

（資料）国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集2010年版』より作成。
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社
会
へ
の
対
応
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
投
資
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
と
は
裏
腹
に
、

必
ず
し
も
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
運
用
成
果
は
実
現
せ
ず
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
と
そ
れ
に
続
く
金
融
危
機
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
投
資

マ
イ
ン
ド
は
低
下
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
に
収
益
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地

域
貢
献
や
環
境
対
策
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
効
率
的
な
運
用
を
重
視
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
、
逆
に
運
用
の
効
率
性
よ
り
も
地
域
や
環

境
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
今
後
の
個
人
資
金
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
深
い
と
思
わ
れ

る
。そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
う
ち
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
、
特
に
市
民
出
資
型
の
風
力
お
よ

び
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
る
。

１
　
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド

ま
ず
、
市
民
出
資
に
よ
る
フ
ァ
ン
ド
を
早
く
か
ら
設
立
し
て
い
る
の
は
、
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る

そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、「
北
海
道
市
民
風
力
発
電
」（
札
幌
市
、
二
〇
〇
一
年
二
月
設
立
、
現
在
の
名
称
は
、
株
式
会
社
市
民

風
力
発
電
）
で
あ
り
、
そ
の
設
立
母
体
は
、
札
幌
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
」（
一
九
九
九
年
七
月
設
立
）
で
あ

る
（
２
）。

こ
れ
は
、
原
発
反
対
運
動
を
契
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
わ
れ
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
連
携
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組

み
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
電
気
料
金
制
度
」
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
ン
ド
の
会
員
約
千
人
が
電
気
料
金
の
五
％
を
毎
月
寄
付
し
、

そ
れ
を
積
み
立
て
て
建
設
費
に
充
当
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
一
〇
〇
〇
万
円
を
拠
出
し
た
。
九
九
年
末
、
自
然
エ
ネ

（27）



ル
ギ
ー
を
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
に
一
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
購
入
す
る
計
画
を
北
電
が
発
表
し
、
購
入
枠
設
定
お
よ
び
募
集
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
購
入
枠
に
入
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
購
入
枠
に
入
ら
な
い
場
合
、
次
の
購
入
枠
設
定
の

時
期
は
未
定
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
風
車
を
建
設
す
る
た
め
の
費
用
は
、
約
二
億
円
と
見
込
ま
れ
、
こ
の
時
点
で
は
、
資
金
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
銀

行
借
り
入
れ
を
打
診
し
た
も
の
の
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
、
銀
行
融
資
は
受
け
に
く
か
っ
た
。
そ
の
後
、
自
己
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、

一
口
五
〇
万
円
の
出
資
を
募
集
し
た
結
果
、
道
内
の
ほ
か
宮
城
、
京
都
、
な
ど
の
市
民
か
ら
出
資
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇

〇
年
九
月
、
浜
頓
別
に
風
車
（「
は
ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
）
が
完
成
し
、
出
力
約
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
約
九
百
世
帯
分
）
の
電
力
供
給
が

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
総
事
業
費
は
、
二
億
二
〇
〇
〇
万
円
、
う
ち
出
資
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
、
銀
行
借
入
六
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

計
画
で
は
、
一
七
年
間
で
元
本
・
利
益
を
合
わ
せ
て
約
七
〇
万
円
の
分
配
を
予
定
し
て
い
る
（
３
）。

続
く
市
民
風
車
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
運
転
を
開
始
し
た
「
天
風
丸
」
と
名
付
け
ら
れ
た
市
民
風
車
は
、

建
設
事
業
費
約
三
億
八
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
開
発
機
構
）
の
補
助
金
一
億

八
〇
〇
〇
万
円
を
除
く
約
二
億
円
の
自
己
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
風
車
建
設
の
地
元
で
出
資
を
募
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
月
に
「
ウ
イ
ネ
ッ
ト
秋
田
」（
株
式
会
社
組
織
）
が
設
立
さ
れ
た
（
４
）。

ま
た
、
同
年
二
月
、
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ

ァ
ン
ド
と
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
（
東
京
都
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
共
同
出
資
に
よ
る
非
営
利
組
織
「
有
限
責
任
中
間
法
人
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
民
基
金
（
現
在
は
一
般
社
団
法
人
）」
を
一
〇
〇
％
株
主
と
す
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
が
設
立
（
当

初
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社
）
さ
れ
た
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
対
す
る
出
資
を
全
国
か
ら
募
集
す
る
た
め
の

専
業
会
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
地
元
枠
と
全
国
枠
と
の
合
計
二
億
円
の
出
資
金
を
募
集
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ウ
イ
ネ
ッ
ト

秋
田
が
募
集
し
た
フ
ァ
ン
ド
の
目
標
利
回
り
は
、
年
二
・
四
％
で
、
出
資
は
一
口
五
〇
万
円
、
期
間
一
五
年
で
あ
る
。
ま
た
、
青
森

（28）



県
で
は
、
同
時
期
に
地
元
か
ら
の
出
資
を
募
集
す
る
た
め
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
、
別
途
株
式
会
社
を
設
立
し
、
同
様
の

取
り
組
み
を
進
め
、
市
民
風
車
「
わ
ん
ず
」
を
建
設
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
実
績
を
踏
ま
え
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

民
フ
ァ
ン
ド
」
が
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
か
ら
新
事
業
向
け
に
出
資
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
八
億
六
〇
〇
〇
万
円
の
出
資
金
が
一
ヵ
月

半
で
集
ま
っ
た
（
５
）。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
市
民
出
資
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ

て
い
る
風
力
発
電
は
、
北
海
道
・
東
北
を
中
心
に
、「
は

ま
か
ぜ
」
ち
ゃ
ん
（
北
海
道
浜
頓
別
町
、
二
〇
〇
一
年

九
月
運
転
開
始
）、
わ
ん
ず
（
青
森
県
鯵
ヶ
沢
町
、
二

〇
〇
三
年
二
月
運
転
開
始
）、
天
風
丸
（
秋
田
県
天
王
町
、

現
在
潟
上
市
、
二
〇
〇
三
年
三
月
運
転
開
始
）、
か
り
ん

ぷ
う
（
北
海
道
石
狩
市
、
二
〇
〇
五
年
二
月
運
転
開
始
）、

か
ぜ
る
ち
ゃ
ん
（
北
海
道
石
狩
市
、
二
〇
〇
五
年
二
月

運
転
開
始
）、「
ま
ぐ
る
ん
」
ち
ゃ
ん
（
青
森
県
大
間
町
、

二
〇
〇
六
年
二
月
運
転
開
始
）、
風
こ
ま
ち
（
秋
田
県
秋

田
市
、
二
〇
〇
六
年
三
月
運
転
開
始
）、
竿
太
朗
（
か
ん

た
ろ
う
）（
秋
田
県
秋
田
市
、
二
〇
〇
六
年
三
月
運
転
開

始
）、
か
ざ
み
（
千
葉
県
旭
市
、
二
〇
〇
六
年
七
月
運
転

開
始
）、
な
み
ま
る
（
茨
城
県
神
栖
市
、
二
〇
〇
七
年
七

（29）

図表２　市民出資の風力発電

（出所）北海道グリーンファンドHP、http://www.h-greenfund.jp/citizn/
citizn.html



月
運
転
開
始
）、
か
な
み
ち
ゃ
ん
（
北
海
道
石
狩
市
、
二
〇
〇
八
年
一
月
運
転
開
始
）
な

ど
が
あ
る
（
図
表
２
参
照
）。

ま
た
、
基
本
的
な
出
資
の
し
く
み
は
、
図
表
３
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
資
者
と

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
が
匿
名
組
合
契
約
を
結
び
、
出
資
金
を
事
業
主
体

（
例
え
ば
、「
い
し
か
り
市
民
風
力
発
電
」
な
ど
）
に
融
資
し
、
事
業
開
始
後
は
当
該
事
業

主
体
か
ら
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
に
対
し
て
元
本
の
返
済
と
金
利
の
支
払

い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
が
出
資
者
に
対
し
現
金

の
分
配
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
出
資
者
へ
の
分
配
金
に
つ
い
て
は
、（
１
）
出
資
元
本
の
返
還
金
、（
２
）
利
益

分
配
金
が
あ
り
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
フ
ァ
ン
ド
経
費
を
除
い
た
利
益
の
う
ち

一
五
％
〜
二
五
％
（
フ
ァ
ン
ド
に
よ
り
異
な
る
）
を
営
業
者
報
酬
と
し
て
控
除
し
、
残
り

を
出
資
者
に
分
配
す
る
。
営
業
者
本
体
の
営
業
利
益
を
直
接
分
配
す
る
の
で
は
な
く
、
フ

ァ
ン
ド
ご
と
に
区
分
し
て
各
々
損
益
計
算
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
分
配
を
行
う
。
目
標
と
し

て
の
分
配
計
画
は
、
当
初
二
年
間
は
利
益
分
配
金
の
み
支
払
い
、
三
年
目
か
ら
は
毎
年
均

等
に
出
資
元
本
を
返
還
し
つ
つ
、
残
高
に
応
じ
て
、
利
益
分
配
金
を
支
払
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
（
図
表
４
参
照
）。

た
だ
し
、
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、
風
力
発
電
量
が
必
ず
し
も
安
定
し
な
い
だ
け

で
な
く
、
風
力
発
電
機
に
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
利
益

（30）

図表３　「市民風車ファンドいしかり」の仕組み

（出所）自然エネルギー市民ファンドHP、http://www.greenfund.jp/fund/fund_karinpu.html 参照。
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分
配
金
の
減
少
、
出
資
元
本
返
還
の
遅
延
、
さ
ら
に
元
本
割
れ
の
リ
ス
ク

な
ど
も
あ
る
（
６
）。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、
出
資
者
は
収

益
性
を
第
一
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
環
境
や
地
域
貢
献
を

重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
利
息
分
を
地
域
へ

の
利
益
還
元
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
出
資
者
に
呼
び
か
け
、
基
金
を
設
立

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
（
７
）。

こ
れ
ら
の
基
金
を
利
用
し
て
、
水
源
保
護
活
動

や
町
お
こ
し
事
業
な
ど
に
つ
な
げ
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
（
８
）。

他
方
、
民
間
企
業
に
よ
る
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

先
駆
的
な
事
例
と
し
て
は
、「
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
」

（
東
京
、
二
〇
〇
四
年
設
立
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
９
）。

同
社
は
、
三
菱
商
事
、

住
友
信
託
銀
行
、
住
商
リ
ー
ス
な
ど
が
出
資
（
各
一
億
円
）
し
て
設
立
さ

れ
た
。
同
社
社
長
は
、
元
ト
ー
メ
ン
で
、
一
九
八
七
年
に
風
力
発
電
事
業

を
立
ち
上
げ
、
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
創
業
し
た
。
同

社
は
、
風
力
発
電
機
の
設
立
資
金
を
フ
ァ
ン
ド
で
調
達
し
、
最
終
的
に
は

数
一
〇
〇
億
円
規
模
の
フ
ァ
ン
ド
に
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
当
初
は

個
人
向
け
証
券
化
商
品
（
利
率：

年
四
〜
五
％
）
と
し
て
、
一
口
一
〇
万

円
で
販
売
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
証
券
で
販
売
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
た
（
10
）。

同
社
の
風
力
発
電
事
業
は
、
高
知
県
大
月
町
宿
毛
湾
で
展
開
さ
れ
、
一

（31）

図表４　「市民風車ファンドいしかり」の分配計画

（出所）自然エネルギー市民ファンド「市民風車ファンド・いしかり　出資のご案内」、参照。
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二
基
の
風
車
（
大
月
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
）
を
建
設
し
た
。
総
工
費
二
五
億
円
で
、
二
〇
〇
六
年
に
完
工
し
た
。
た
だ
し
、
当
初
構

想
し
て
い
た
、
個
別
の
風
力
発
電
事
業
の
証
券
化
計
画
は
見
直
し
た
上
、
複
数
の
風
力
発
電
事
業
を
法
人
化
し
て
上
場
し
、
一
般
投

資
家
向
け
に
販
売
す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
る
（
11
）。

二
〇
〇
八
年
四
月
、
三
菱
商
事
、
住
友
信
託
銀
行
、
日
本
生
命
、
日
本
政
策
投
資

銀
行
の
出
資
を
得
て
、
総
額
二
〇
〇
億
円
の
フ
ァ
ン
ド
を
オ
ラ
ン
ダ
に
設
立
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
風
力
発
電
事
業
の
開
発
段

階
の
資
金
を
供
与
す
る
こ
と
に
特
化
し
て
い
る
（
12
）。

さ
ら
に
、
公
的
機
関
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
環
境
省
に
よ
る
「
環
境
フ
ァ
ン
ド
」
支
援
事
業
が
あ
り
、
こ
の
事
業
で
は
、
フ
ァ

ン
ド
に
よ
る
事
業
評
価
、
事
業
に
対
す
る
助
言
等
、
事
業
計
画
策
定
後
の
事
業
計
画
の
検
証
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
（
13
）。

ま
た
、
横
浜

市
は
「
市
民
参
加
フ
ァ
ン
ド
」
を
構
想
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
事
業
体
名
称
は
、「
横
浜
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
」
で
、
市
民
出
資
型
フ
ァ
ン
ド
を
創
設
す
る
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
で
つ
く
っ
た
電
気
に
つ
い
て
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
削
減
し
た
価
値
を
証
書
の
形
に
し
て
販
売
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
14
）。

２
　
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
も
、
市
民
出
資
に
よ
る
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
」
で
あ
る
。
設
立
母

体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
新
居
浜
市
）
で
あ
り
（
15
）、

保
育
園
の
屋
上
な
ど
に
発
電
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
、
電
力
会
社
に
売
電
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業
費
は
一
〇
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
万
円
、
う
ち
半
分
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
支
援
、

残
り
は
市
民
出
資
で
あ
っ
た
。
出
資
者
に
は
二
〇
年
間
で
返
済
し
、
年
一
・
五
％
程
度
の
配
当
を
予
定
し
て
い
る
（
16
）。

た
だ
し
、
こ
れ

は
出
資
額
も
小
さ
く
、
限
定
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

（32）



本
格
的
な
市
民
出
資
の
フ
ァ
ン
ド
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」
で
あ
る
。

設
立
母
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
信
州
お
ひ
さ
ま
進
歩
（
飯
田
市
）
で
あ
り
（
17
）、

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
設
立
し
、

「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」
を
募
集
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
た
契
機
は
、
飯
田
市
が
提
案
し
た
太
陽
光
発
電
な
ど

に
市
民
と
共
同
で
取
り
組
む
事
業
案
が
、
環
境
省
の
二
〇
〇
四
年
度
の
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
年
間
で
四
億
円
の
補
助
金
の
交
付
が
決
定
さ
れ
た
が
、
事
業
を
担
う
企
業
が
現
れ
ず
、
南

信
州
お
ひ
さ
ま
進
歩
が
事
業
の
受
け
皿
と
な
っ
た
（
18
）。

同
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
は
、
一
〇
年
満
期
（
年
二
％
、
一
口
一
〇
万
円
）、
一
五
年

満
期
（
年
三
・
三
％
、
一
口
五
〇
万
円
）
の
二
種
類
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
二
月
〜
五
月
の
募
集
期
間
に
総
額
二
億
一
五
〇
万
円
が

順
調
に
集
ま
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
出
資
に
応
じ
た
の
は
約
四
六
〇
名
で
、
う
ち
飯
田
市
民
は
約
六
〇
人
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

フ
ァ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
飯
田
市
内
の
公
・
私
立
保
育
園
や
公
民
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
三
八
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

合
計
の
出
力
は
二
〇
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
二
〇
〇
五
年
度
の
年
間
発
電
量
は
二
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
上
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
発
電
量
は
市
が
全
量
買
い
取
り
（
二
二
円/kw

h

）
の
上
、
中
部
電
力
に
売
却
す
る
が
、
逆
ザ
ヤ
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
額
は

市
の
補
助
金
と
言
え
る
。
ま
た
、
市
は
発
電
設
備
の
設
置
場
所
と
し
て
公
共
施
設
の
屋
根
を
二
〇
年
間
無
償
提
供
し
て
い
る
（
19
）。

二
〇
一
〇
年
現
在
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
七
年
に
温
暖
化
防
止
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
、
二
〇
〇
九
年
に
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド

二
〇
〇
九
（
そ
れ
ぞ
れ
四
億
六
二
〇
〇
万
円
、
七
五
二
〇
万
円
）
を
募
集
し
、
現
在
三
つ
の
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
南
信
州
に
一
六
二
か
所
に
パ
ネ
ル
設
置
、
総
出
力
は
一
三
〇
〇
Ｋ
Ｗ
と
な
っ
て
い
る
。
飯
田
市
の
太
陽
光
発
電
の
普
及
率
は

二
％
台
前
半
で
あ
り
、
全
国
一
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
20
）。

ま
た
、
基
本
的
な
出
資
の
仕
組
み
は
、
風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
と
同
じ
で
あ
り
、
出
資
者
と
営
業
者
「
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ

ン
ド
」
が
匿
名
組
合
契
約
を
結
び
、
出
資
金
を
対
象
事
業
に
融
資
し
、
事
業
開
始
後
は
当
該
事
業
主
体
か
ら
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
元

（33）



本
の
返
済
と
金
利
の
支
払
い
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
フ
ァ
ン
ド
が

出
資
者
に
対
し
現
金
の
分
配
を
行
う
こ
と
に
な
る
（
図
表
５
参

照
）。な

お
、「
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
」
の
場
合
も
、
出

資
者
へ
の
分
配
金
に
つ
い
て
は
、（
１
）
出
資
元
本
の
返
還
金
、

（
２
）
利
益
分
配
金
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
分
配
金
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
Ａ
号
出
資
者
（
一
口
一
〇
万
円
）
と
Ｂ
号
出
資
者

（
一
口
五
〇
万
円
）
と
の
間
に
優
先
劣
後
関
係
を
設
け
、
Ａ
号
出

資
者
を
優
先
弁
済
、
Ｂ
号
を
劣
後
弁
済
と
し
て
い
る
。
目
標
と
し

て
の
分
配
計
画
は
、
図
表
６
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
リ
ス
ク
は
、
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
そ

の
も
の
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
、
営
業
者
の
倒
産
リ
ス
ク
、
流
動
性

リ
ス
ク
（
原
則
と
し
て
途
中
解
約
で
き
ず
、
第
三
者
へ
の
譲
渡
も

で
き
な
い
）
な
ど
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
目
標
利
回
り
を
達
成

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
市
民
出
資
の
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
も
、

風
力
発
電
フ
ァ
ン
ド
と
同
じ
く
、
出
資
者
は
収
益
性
を
最
優
先
と

と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
環
境
や
地
域
貢
献
を
優
先

（34）

図表５　おひさまエネルギーファンドの仕組み

（出所）おひさまエネルギーファンドHP、http://www.ohisama-fund.jp/contents/fund_system.html
参照。
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３
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し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
フ
ァ

ン
ド
運
営
会
社
は
、
対
象
事
業
の
施
設

見
学
、
ス
タ
ッ
フ
や
出
資
者
同
士
の
交

流
を
兼
ね
た
出
資
者
ツ
ア
ー
を
開
催
し

て
い
る
。

他
方
、
民
間
金
融
機
関
に
よ
る
太
陽

光
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
は
、
二
〇
〇
九
年

一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
「
み
や
ぎ
ん
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
育
成
フ
ァ
ン

ド
」
が
あ
る
（
21
）。

こ
の
設
立
母
体
は
、
宮

崎
銀
行
で
あ
り
、
対
象
は
、
宮
崎
県
・

鹿
児
島
県
下
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で

あ
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
こ
れ
ら
に
出

資
な
い
し
融
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
融
資
の
場
合
は
、
通
常
金
利

よ
り
〇
・
五
％
以
上
低
利
に
設
定
す

る
。
同
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
融
資
事
例
と

し
て
は
、
宮
崎
県
お
よ
び
都
農
町
で
太

（35）

図表６　おひさまエネルギーファンドの分配計画

（出所）おひさまエネルギーファンドHP、http://www.ohisama-fund.jp/contents/fund_share.html
参照。
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陽
光
発
電
事
業
を
営
む
宮
崎
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
（
国
際
航
業
の
子
会
社
）
が
融
資
対
象
（
五
〇
〇
〇
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
（
22
）。

ま
と
め

以
上
、
風
力
発
電
お
よ
び
太
陽
光
発
電
フ
ァ
ン
ド
を
概
観
し
た
。
こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
市
民
出
資
型
の
フ
ァ
ン
ド
で

あ
る
。

従
来
、
環
境
対
策
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
経
済
効
率
を
低
下
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
収
益
性
と
背
馳
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
定
の
収
益
性
を
確
保
し
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

他
方
、
近
年
の
金
融
行
政
は
、
投
資
の
効
率
性
を
重
視
し
、
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
の
資
金
シ
フ
ト
を
促
し
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は

乏
し
く
、
む
し
ろ
圧
倒
的
な
個
人
金
融
資
産
が
貯
蓄
に
滞
留
し
て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
収
益

性
よ
り
も
環
境
や
地
域
貢
献
を
重
視
す
る
運
用
ス
タ
イ
ル
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
従
来
の
投
資
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
の
芽
生
え
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
フ

ァ
ン
ド
は
、
農
業
、
森
林
事
業
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
多
方
面
へ
の
拡
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
い
ず
れ
も
単
な
る
投
資
収

益
で
は
な
く
、
環
境
や
地
域
貢
献
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
環
境
や
地
域
社
会
貢
献
型
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
展
開
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
欧
米
で
も
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
地
域
社
会
投
資
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す

る
と
、
世
界
的
な
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
投
資
行
動
が
ど
の
程
度
拡
大
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
環
境
や
地
域
貢
献
に
寄
与
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

注（
１
）

広
井
良
典
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
問
い
な
お
す
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
九
年
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
と
を
地
域
へ
の
「
土
着
性
が
強
い
」
階

層
と
し
、
そ
の
推
移
を
考
察
し
て
い
る
。

（
２
）

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.h-greenfund.jp/index.htm
l

参
照
。

（
３
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
八
月
一
七
日
、
お
よ
び
九
月
六
日
（
北
海
道
版
）、『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
四
月
二
一
日
、
参

照
。

（
４
）

同
社
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.w
enet-akita.jp/w

enet.htm
l

参
照
。

（
５
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
一
月
一
三
日
（
北
海
道
版
）、
参
照
。

（
６
）

「
い
し
か
り
市
民
風
力
発
電
所
」
匿
名
組
合
（「
か
り
ん
ぷ
う
」）
の
場
合
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
運
転
開
始
し
た
。
当
初
の
目
標
年
間
分

配
利
回
り
は
二
　
四
％
で
あ
っ
た
が
、
運
転
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
利
益
部
分
の
み
の
分
配
で
、
出
資

元
本
の
返
還
が
行
え
ず
、
事
実
上
一
年
の
返
済
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
長
と
な
っ
た
。

（
７
）

た
だ
し
、
利
益
の
分
配
は
、
必
ず
一
旦
は
出
資
者
の
も
と
に
現
金
を
振
り
込
み
、
そ
の
上
で
呼
び
か
け
に
呼
応
し
た
出
資
者
が
自
発
的
に

各
種
の
寄
付
、
基
金
へ
の
拠
出
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
自
動
的
に
こ
れ
ら
に
組
み
入
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

（
８
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
（
夕
刊
）、
参
照
。

（
９
）

同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.greenpow
er.co.jp/

参
照
。
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（
10
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
五
月
二
日
（
夕
刊
）、
参
照
。

（
11
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
日
（
四
国
版
）
お
よ
び
同
二
〇
〇
六
年
九
月
一
六
日
（
四
国
版
）、
参
照
。

（
12
）

同
社
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.greenpow
er.co.jp/topics/index.htm

l

参
照
。

（
13
）

環
境
省
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.env.go.jp/policy/com
m

unity_fund/com
m

unity_fund_h19.htm
l

参
照
。

（
14
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
二
二
日
（
神
奈
川
版
）、
参
照
。
ま
た
、
同
事
業
の
事
業
化
検
討
委
員
会
議
事
録
は
、
同
市
役
所
Ｈ

Ｐ
、http://w

w
w

.city.yokoham
a.jp/m

e/kankyou/ondan/ygp-sum
m

ary/ygp-sum
m

ary.htm
l

参
照
。

（
15
）

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、http://ecoene.com
/index.htm

l

参
照
。

（
16
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
年
二
月
二
四
日
（
四
国
版
）、
参
照
。

（
17
）

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.ohisam
a-shinpo.or.jp/

参
照
。

（
18
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
二
〇
日
（
長
野
版
）、
参
照
。

（
19
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
二
〇
日
（
長
野
版
）、
参
照
。

（
20
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
二
月
二
日
（
長
野
版
）、
参
照
。
ま
た
、
同
報
道
に
よ
る
と
、
飯
田
市
で
太
陽
光
発
電
が
普
及
し
た
背
景

に
は
、
飯
田
市
の
日
照
時
間
が
長
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
市
の
二
〇
〇
九
年
の
日
照
時
間
は
一
九
六
二
時
間
で
、
新
潟
市
の
一
五
八

六
時
間
の
一
・
二
四
倍
、
ま
た
福
岡
市
の
一
八
〇
七
時
間
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
二
〇
〇
〇
時
間
を
超
え
る
年
も
あ
り
、

月
ご
と
の
日
照
時
間
の
ば
ら
つ
き
が
少
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
太
陽
光
が
利
用
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
単
位
面
積
当
た
り
の

日
射
量
も
全
国
上
位
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
21
）

宮
崎
銀
行
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
み
や
ぎ
ん
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
育
成
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
七
日
）、

http://w
w

w
.m

iyagin.co.jp/pdf/0775_pdf_data.pdf#
search=

み
や
ぎ
ん
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
育
成
フ
ァ
ン
ド

、
参
照
。
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（
22
）

国
際
航
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
宮
崎
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
が
融
資
対
象
に
」（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
三
日
）、http://

w
w

w
.kk-grp.jp/release/pdf/20100323.pdf#

search=

み
や
ぎ
ん
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
育
成
フ
ァ
ン
ド

、
参
照
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）

（39）


